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75cm 望遠鏡と夏の天の川
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自
動
車
を
運
転
し
て
い
て
、
国

道
９
号
線
を
益
田
方
面
か
ら
山
口

市
方
面
へ
向
か
い
、
吉
賀
町
へ
と

続
く
国
道
１
８
７
号
線
と
の
分
岐

に
さ
し
か
か
る
少
し
手
前
。
自
動

車
の
窓
か
ら
ド
ー
ム
型
の
建
物
が

目
の
前
に
見
え
る
風
景
は
、
私
た

ち
に
と
っ
て
慣
れ
親
し
ん
だ
「
い

つ
も
の
風
景
」
で
す
。

晴
れ
の
日
も
雨
の
日
も
、時
折
、

霧
で
姿
を
隠
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
何
時
も
山
の
中
か

ら
町
を
見
守
る
よ
う
に
佇
む
建
物

の
姿
は
、
目
ま
ぐ
る
し
い
ス
ピ
ー

ド
で
変
化
し
て
い
く
毎
日
の
中
に

あ
っ
て
「
変
わ
ら
な
い
良
さ
」
を

私
た
ち
に
示
し
て
く
れ
て
い
る
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
。
そ
の
山
の

中
に
建
っ
て
い
る
日
原
天
文
台

は
、
今
年
で
開
台
30
年
を
迎
え
ま

す
。一

年
を
通
じ
て
天
体
観
測
が
楽

し
め
る
天
文
台
。
国
内
で
も
有
数

の
星
空
観
測
ス
ポ
ッ
ト
で
も
あ
る

天
文
台
で
、
時
に
は
ゆ
っ
く
り
天

体
観
測
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

宇宙を見上げれば、

日原天文台開台30周年

満天の星空
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設置されたばかりの望遠鏡（写真上）。
その搬入は、私たちが星を観察するドー
ムの間からクレーンを使って行われまし
た。（写真下）

山村開発センターから開台記
念のバルーンが空高く上がり
ました。

開台式典でテープカットを行う国立天文台広報室長・
磯部琇三氏（左）、日原町長・木村治氏（中央）、広江
昭夫島根県地方課長（右）の３者。

枕瀬山森林公園の整備計画
と併せて進められた天文台
の建設。地域活性化を目指
して計画が進められまし
た。（昭和 59 年 5 月 20
日発行「広報にちはら」
より）

30 周年の日原天文台では、イベント盛りだくさん！
夏の夜空に輝く、満天の星空を観に行こう！

８月１~ ７日「星を愛する週間・スターウィーク」
旧七夕の８月７日を含む１週間を決めています。
夏の星座の説明を強化して行っています。

８月７日「七夕観測会」
男女２人の入館料金 1,000円を半額の 500円に割引！

８月 12 日「ペルセウス座流星群観測会」要予約
夜 10 時から翌朝４時にかけて （条件最良）屋外で流星を見

つけます。 申込は日原天文台（☎ 74-1646）へ。
9 月５・12・19 日（土）「夏の星雲星団観測会」

19 時~22 時にかけて観測会を行います。９月20から 23日は、 秋の月が楽し
めます。21日は上弦の月が観察しやすい時期です。27日（日）は 仲秋の名月です。

日原天文台マスコット
リゲル君

気
の
テ
レ
ビ
番
組
「
ズ
ー
ム
イ
ン

朝
」
に
約
30
分
も
の
枠
で
放
送
さ

れ
る
な
ど
全
国
的
に
知
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

江
戸
か
ら
現
代
へ

こ
の
町
と
星
空
の
関
わ
り
を
紐

解
け
ば
津
和
野
藩
か
ら
江
戸
幕

府
の
天
文
方
と
し
て
活
躍
し
た

堀ほ
っ
た
に
す
け

田
仁
助
の
存
在
が
浮
か
び
上
が

り
ま
す
。
仁
助
は
そ
の
才
能
を
活

か
し
、
伊
能
忠
敬
が
蝦
夷
地
の
測

量
に
向
か
う
事
前
に
北
海
道
の
海

岸
線
を
測
量
し
、
伊
能
が
測
量
す

る
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
働

き
を
し
ま
し
た
。

ま
た
名
誉
町
民
で
も
あ
る
故
・

大お
お
ば
よ
し
み

庭
良
美
さ
ん
は
、
小
学
校
卒
業

後
に
農
業
を
し
な
が
ら
故
郷
の
星

の
民
話
を
集
め
星
の
民
俗
学
者
・

野の
じ
り尻 

抱ほ
う
え
い影

（
大
仏
次
郎
の
兄
）

に
提
供
し
ま
し
た
。

抱
影
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
で
大
庭
が
集
め
た
話

を
全
国
に
発
表
し
た
の
を
き
っ
か

け
に
、
97
冊
あ
ま
り
も
の
星
の
民

話
を
出
版
し
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
星
の
民
話
の
ふ
る
さ
と

で
す
。
そ
の
後
、
大
庭
良
美
さ
ん

は
柳
田
國
男
に
紹
介
さ
れ
、
生
活

用
品
を
収
集
、
町
史
の
編
さ
ん
を

行
い
柳
田
國
男
賞
を
受
賞
し
て
い

ま
す
。

日
原
天
文
台
は
、
観
察
し
や
す

い
望
遠
鏡
形
式
と
全
国
的
に
も
有

数
の
暗
い
空
の
下
で
た
く
さ
ん
の

星
と
天
の
川
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

暗
い
夜
空
の
中
で
星
空
に
出

会
っ
た
人
々
は
そ
の
素
晴
ら
し
さ

に
驚
き
の
声
を
上
げ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

日
原
天
文
台
で
観
察
を
し
た
子

ど
も
た
ち
が
星
空
に
興
味
を
持
ち

宇
宙
に
飛
び
出
し
て
く
れ
れ
ば
大

変
嬉
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

宇宙を見上げれば、満天の星空

星
の
ふ
る
里

昭
和
60
年
8
月
30
日
、
こ
の
日

の
日
原
町
（
当
時
）
は
、
暦
の
上

で
は
秋
で
あ
り
な
が
ら
、
夏
が
居

残
っ
た
よ
う
な
暑
い
一
日
で
し

た
。産

業
振
興
と
地
域
活
性
化
を
目

的
に
建
設
さ
れ
た
天
文
台
に
は
、

オ
ー
プ
ン
を
楽
し
み
に
し
て
い
た

方
や
関
係
者
な
ど
お
よ
そ
１
０
０

人
が
集
ま
り
、
大
き
な
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
も
そ
も
、
こ
の
天
文
台
の
建

設
を
紐
解
く
と
昭
和
55
年
ま
で
遡

り
ま
す
。

当
時
、「
教
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
地
域
と
し
て
の
町
づ
く
り
」
に

取
り
組
み
始
め
て
い
た
日
原
町
で

は
、
枕
瀬
山
森
林
公
園
を
都
市
生

活
を
送
る
方
の
保
養
施
設
と
し
て

提
供
し
、
町
の
林
業
振
興
に
つ
な

げ
よ
う
と
、
そ
の
整
備
計
画
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
途
中
、
当
時
の
日
原
町

長
・
木
村
治
氏
と
国
立
天
文
台
広

報
室
長
・
磯い

そ
べ
し
ゅ
う
ぞ
う

部
琇
三
氏
と
の
出
会

い
が
キ
ッ
カ
ケ
と
な
り
、「
立
派

な
公
園
設
備
だ
け
で
は
集
客
は
困

難
」
と
し
た
上
で
、
目
玉
と
な
る

天
文
台
の
建
築
構
想
を
取
り
入
れ

た
と
当
時
の
広
報
紙
は
伝
え
て
い

ま
す
。

天
文
台
の
建
設
に
あ
た
り
、
当

時
日
本
各
地
に
あ
る
天
文
台
の
規

模
な
ど
を
調
査
し
、
対
外
的
に
大

き
な
PR
効
果
と
費
用
を
現
実
的
に

考
慮
し
た
結
果
、
当
時
最
先
端
の

「
す
ば
る
望
遠
鏡
」
の
実
験
用
の

鏡
が
使
わ
れ
た
75
セ
ン
チ
径
の
望

遠
鏡
の
採
用
が
決
ま
り
ま
し
た
。

当
時
、
国
内
に
あ
っ
た
直
径
30

～
60
セ
ン
チ
規
模
の
大
型
の
望
遠

鏡
の
多
く
は
学
術
研
究
の
た
め
の

も
の
で
、
一
般
向
け
の
利
用
が
さ

れ
て
お
ら
ず
、
75
セ
ン
チ
と
い
う

国
内
で
も
有
数
の
大
き
さ
で
一
般

利
用
も
で
き
る
天
文
台
は
国
内
で

も
貴
重
な
施
設
で
し
た
。

30
年
前
と
な
る
１
９
８
５
年

は
、
大
き
な
出
来
事
が
い
く
つ
も

起
こ
っ
て
い
ま
す
。

電
電
公
社
が
民
営
化
さ
れ
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
が
誕
生
、
携
帯
電
話
の
先
駆

け
と
な
る
シ
ョ
ル
ダ
ー
フ
ォ
ン
が

発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
任

天
堂
か
ら
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
の
販

売
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
完
成
に
時
期
を
合
わ
せ

て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
開
台
の
翌

年
に
は
76
年
ぶ
り
の
ハ
レ
ー
彗
星

の
回
帰
を
迎
え
ま
し
た
。
当
時
人

８月 31 日は開台記念日！
天文台、科学館の入館料が
無料になっています。

施設情報
【日原天文台】☎ 0856-74-1646

Open	 [ 施設見学 ]	… 13 時 30 分 ~17 時
	 [ 天体観測 ]	… 19 時 ~22 時（500 円）
休館日：毎週火・水曜日および元旦
※小学生未満の方は保護者１名につき１名分は無料。

【星と森の科学館】お問合せは日原天文台へ
Open	 13 時 30 分 ~21 時
入場料	大人	 ………… 500 円
	 高校生以下	 … 200 円
休館日：毎週火・水曜日および元旦
※星と森の科学館の入場券では天体観測はできません。

宇宙に関する様々な
グッズも販売されて
います。

科学館内では、宇宙
に関する様々な資料
が展示されています。

日原天文台のオープンは、
アメリカの天文雑誌でも大きく

取り上げられました。

日本有数の
直径75cmの巨大望遠鏡
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町からのお知らせ
広報つわの 2015 年 7 月 15 日発行

津
和
野
町
の
豊
か
な
自
然
環

境
を
次
世
代
に
残
し
て
い
く
に

は
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
・
リ
サ
イ

ク
ル
と
い
っ
た
４

フ
ォ
ー
ア
ー
ル

Ｒ
の
取
り
組

み
を
促
進
し
、
一
人
ひ
と
り
が

日
常
生
活
の
中
で
自
分
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、
高
い

環
境
意
識
を
持
ち
、
廃
棄
物
問

題
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

４
Ｒ
と
は
・
・
・

①
Ｒリ

デ

ュ

ー

ス

ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ

ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
。（
不
要

な
も
の
・
使
い
捨
て
商
品
は
買

わ
な
い
、
食
べ
残
し
を
だ
さ
な

い
・
・
等
）

②
Ｒリ

ユ

ー

ス

ｅ
ｕ
ｓ
ｅ

く
り
返
し
使
う
。（
マ
イ
ボ

ト
ル
や
マ
イ
箸
を
利
用
す
る
、

一
度
使
っ
た
紙
の
裏
面
を
再
使

用
す
る
・
・
等
）

③
Ｒリ

サ

イ

ク

ル

ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ

資
源
と
し
て
再
利
用
す
る
。

（
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
な

ど
で
生
ゴ
ミ
を
堆
肥
に
す
る
、

リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
よ
う
ゴ

ミ
を
き
ち
ん
と
分
別
す
る
・
・

等
）

④
Ｒリ

フ

ュ

ー

ズ

ｅ
ｆ
ｕ
ｓ
ｅ

い
ら
な
い
も
の
は
断
る
。（
ラ

ッ
プ
・
ト
レ
ー
な
ど
過
剰
包
装

に
な
る
も
の
を
買
わ
な
い
こ
と

や
、
レ
ジ
袋
を
断
る
・
・
等
）

こ
の
４
つ
の
取
り
組
み
の
こ

と
で
す
。

町
に
は
４
R
の
取
り
組
み
に

対
し
、
次
の
助
成
金
が
あ
り
ま

す
。
補
助
率
及
び
補
助
上
限
額

等
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
環

境
生
活
課
へ
お
問
合
せ
下
さ

い
。

・
生
ゴ
ミ
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ

ス
ト
）
購
入
助
成

・
電
気
式
生
ゴ
ミ
処
理
機
購
入

助
成

・
集
落
ゴ
ミ
集
積
施
設
設
置
助

成ま
た
、
古
紙
等
リ
サ
イ
ク
ル

（
新
聞
紙
、
雑
誌
、
古
布
、
段

ボ
ー
ル
、
ア
ル
ミ
缶
な
ど
）
の

回
収
施
設
も
設
置
し
、
月
１
回

又
は
２
ヶ
月
1
回
程
度
、
推
進

団
体
（
婦
人
会
な
ど
）
に
協
力

し
て
い
た
だ
き
回
収
を
行
っ
て

い
ま
す
。

資
源
化
で
き
る
古
紙
等
リ
サ

イ
ク
ル
は
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
ず

に
回
収
施
設
に
持
込
み
再
利
用

し
ま
し
ょ
う
。（
平
成
26
年
収

量
２
０
４
t
、
昨
年
度
比
△
２

％
）

総務財政課☎74-0028
災害時の安全確保のため避難所の確認を！

町
で
は
、
地
震
や
水
害
等
の

災
害
時
に
、
公
民
館
施
設
や
学

校
な
ど
の
地
域
の
拠
点
と
な
る

施
設
を
避
難（
場
）所
と
し
て

指
定
し
て
い
ま
す
。
町
内
の
各

避
難
所
等
は
今
月
の
嘱
託
配
布

文
書
を
ご
覧
下
さ
い
。

①
指
定
緊
急
避
難
場
所

・
災
害
時
に
一
時
的
に
身
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
の
場
所

で
す
。

・
土
砂
災
害
警
戒
区
域
や
浸
水

の
危
険
性
が
あ
る
避
難
所

は
、
２
階
以
上
の
危
険
を
回

避
で
き
る
区
域
が
あ
る
等
、

安
全
を
確
保
で
き
る
施
設
を

指
定
し
て
い
ま
す
。

・
災
害
の
状
況
に
よ
り
、
開
設

し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
他
の
避
難
所

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。 

②
指
定
避
難
所

・
災
害
時
等
で
自
宅
に
帰
れ
な

い
場
合
に
、
一
定
期
間
避
難

し
滞
在
す
る
た
め
の
場
所
で

す
。

・
多
く
の
指
定
避
難
所
は
、
①

の
指
定
緊
急
避
難
場
所
と
兼

ね
て
い
ま
す
。

③
広
域
避
難
場
所

・
地
震
や
大
規
模
な
火
災
が
発

生
し
た
場
合
に
避
難
す
る
場

所
で
、
主
に
広
場
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
指
定
し
て
い
ま
す
。 

・
多
く
の
指
定
避
難
所
は
指
定

緊
急
避
難
場
所
と
兼
ね
て
い

ま
す
。

津
和
野
町
で
は
、
災
害
時
に

町
の
皆
さ
ま
に
避
難
情
報
を
お

届
け
す
る
際
に
、「
〇
〇
地
区

の
方
は
〇
〇
体
育
館
へ
」
と
い

っ
た
形
で
避
難
場
所
を
指
定
し

た
案
内
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

日
ご
ろ
か
ら
家
族
や
地
域
で

避
難
す
る
場
所
を
話
し
合
い
、

地
区
や
集
落
に
こ
だ
わ
ら
ず
避

難
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
す
る
こ
と
に
よ
り
身
の

危
険
が
高
ま
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
場
合
に
は
、
自
宅
等
の
安

全
と
思
わ
れ
る
場
所
か
地
域
の

安
全
な
場
所
に
留
ま
っ
て
安
全

確
保
に
つ
と
め
て
下
さ
い
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
て
、
避
難

経
路
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

環境生活課☎ 72-0309

環境生活課☎ 72-0309

使
わ
な
く
な
っ
た
消
火
器
の

処
分
に
つ
い
て
お
困
り
の
方

は
、
次
の
①
か
ら
③
の
方
法
で

処
理
す
る
か
、
環
境
生
活
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
火
器
は
、
絶
対
に
収
集
ゴ

ミ
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
の
運
搬
や
処
理
を
し
て
い

る
時
に
破
裂
し
、
大
惨
事
を
起

こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

①
購
入
し
た
販
売
店
に
問
い
合

わ
せ
る
。

②
消
火
器
取
扱
業
者
に
回
収
を

依
頼
す
る
。

【
管
内
業
者
】

・
㈲
消
防
機
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
６
・
73
・
５
０
４
１

・
㈱
出
雲
ポ
ン
プ

☎
０
８
５
６
・
22
・
０
７
３
４

③
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
を
利
用
す
る
。
消
火

器
の
安
全
な
回
収
の
た
め
、

株
式
会
社
消
火
器
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
セ
ン
タ
ー
（
☎

03
・
５
８
２
９
・
６
７
７
３
、

http://w
w

w
.ferpc.jp/)

が
実
施
。

一
般
的
な
家
庭
用
の
消
火
器

の
耐
用
年
数
は
概
ね
８
年
で

す
。（
設
置
状
況
や
維
持
管
理

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）

ま
た
、
消
火
器
は
圧
力
容
器

で
あ
る
た
め
、
設
置
状
況
や
維

持
管
理
が
悪
い
も
の
、
あ
る
い

は
耐
用
年
数
を
超
え
て
設
置
さ

れ
て
い
る
も
の
は
、
破
裂
な
ど

の
思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

分
解
な
ど
は
絶
対
に
行
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

消
火
器
の
処
分
に
つ
い
て

は
、
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ
く

一
般
廃
棄
物
広

域
認
定
制
度
（
リ

サ
イ
ク
ル
）
の

対
象
と
な
っ
て

お
り
、
一
般
の

ゴ
ミ
と
同
じ
よ

う
に
処
分
す
る

こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

不要になった消火器の処分方法

環境にやさしい４Ｒに取り組みましょう

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
で
野
焼
き
は
原
則

と
し
て
禁
止
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
違
反
す
る
と
55
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
１
千
万
円
以
下

の
罰
金
（
法
人
の
場
合
は
、
違

反
し
た
従
業
員
と
と
も
に
法
人

に
も
３
億
円
以
下
の
罰
金
）
が

科
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
野
焼

き
未
遂
や
、
野
焼
き
目
的
で
廃

棄
物
の
収
集
又
は
運
搬
し
た
者

も
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
禁
止
規
定
は
、
こ
れ
ま

で
の
行
政
処
分
で
は
適
切
な
取

締
り
が
困
難
だ
っ
た
悪
質
な
産

業
廃
棄
物
処
理
業
者
や
無
許
可

業
者
に
よ
る
廃
棄
物
の
焼
却
に

対
し
、
取
締
り
の
効
果
を
上
げ

る
た
め
の
も
の
で
、
取
締
り
の

対
象
と
し
て
馴
染
ま
な
い
も
の

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
例
外

を
設
け
て
い
ま
す
。

野
焼
き
の
特
別
な
例
外
規
定

・
農
林
漁
業
を
営
む
た
め
の
や

む
を
え
な
い
焼
却（
稲
わ
ら
、

農
作
業
に
伴
い
刈
り
取
っ
た

雑
草
、
伐
採
し
た
木
の
枝
剪

定
枝
な
ど
）

・
日
常
生
活
を
営
む
う
え
で
通

常
行
わ
れ
る
軽
微
な
焼
却

（
草
取
り
や
庭
木
の
剪
定
で

出
た
草
木
の
焼
却
や
暖
を
取

る
為
の
焚
き
火
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
）

・
風
俗
習
慣
上
又
は
宗
教
上
の

行
事
な
ど
で
行
う
焼
却
（
ど

ん
ど
焼
き
、
山
焼
き
、
な
ど
）

※
生
活
環
境
の
保
全
上
著
し
い

支
障
を
生
ず
る
廃
ビ
ニ
ー

ル
な
ど
の
焼
却
は
こ
れ
に

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

野
焼
き
禁
止
の
特
別
な
例
外

規
定
と
さ
れ
た
行
為
で
あ
っ
て

も
、
煙
や
臭
い
な
ど
に
よ
り
生

活
環
境
上
支
障
を
与
え
、
苦
情

等
の
あ
る
場
合
は
、
改
善
命
令

や
各
種
の
行
政
指
導
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

家
庭
の
ご
み
は
野
焼
き
を
せ

ず
、
分
別
し
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
指
定
日
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
を

行
い
、
自
然
環
境
、
生
活
環
境

が
保
全
さ
れ
る
よ
う
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

環境生活課☎ 72-0309
野外焼却（野焼き）は禁止です
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次
の
要
領
で
自
衛
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
般
曹
候
補
生

陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊

の
曹
と
な
る
自
衛
官
を
養
成
す

る
制
度
で
す
。

□
応
募
資
格

平
成
28
年
4
月
1
日
現
在　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

□
応
募
期
間

8
月
1
日

（土）
～
9
月
8
日

（火）

航
空
学
生

海
上
・
航
空
自
衛
隊
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
等
を
養
成
す
る
制
度
で

す
。

□
応
募
資
格

高
卒
（
見
込
含
）、
平
成
28

年
4
月
1
日
で
18
歳
以
上
の
方

□
応
募
期
間

8
月
1
日

（土）
～
9
月
8
日

（火）

自
衛
官
候
補
生

採
用
と
同
時
に
陸
・
海
・
空

自
衛
官
候
補
生
に
任
命
さ
れ
ま

す
。
男
性
と
女
性
に
よ
り
日
程

等
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

防
衛
大
学
校
学
生

将
来
、
各
自
衛
隊
の
幹
部
自

衛
官
と
な
る
方
を
4
年
間
の
修

業
期
間
に
お
い
て
養
成
す
る
制

度
で
す
。

□
応
募
資
格

高
卒
（
見
込
含
）、
平
成
28

年
4
月
1
日
で
21
歳
未
満
の
方

選
考
の
方
法
が
、総
合
選
抜
・

推
薦
・
一
般
の
3
種
類
に
分
か

れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
詳
細
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

□
応
募
期
間

9
月
5
日

（土）
～
9
日

（水）
（
た

だ
し
、
一
般
の
み
締
切
が
9
月

30
日

（水） 

）

防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

将
来
、
医
師
で
あ
る
幹
部
自

衛
官
と
な
る
方
を
6
年
間
の
修

業
期
間
に
お
い
て
養
成
す
る
制

度
で
す
。

□
応
募
資
格

高
卒
（
見
込
含
）、
平
成
28

年
4
月
1
日
で
21
歳
未
満
の
方

□
応
募
期
間

9
月
5
日

（土）
～
9
月
30
日

（水）

総務財政課☎74-0028
自衛官を募集しています

健康福祉課☎ 72-0651
年金情報流失を装った詐欺にご注意を！

日
本
年
金
機
構
に
お
い
て
、

職
員
の
端
末
に
対
す
る
外
部
か

ら
の
ウ
ィ
ル
ス
メ
ー
ル
に
よ
る

不
正
ア
ク
セ
ス
に
よ
り
、
日
本

年
金
機
構
が
保
有
し
て
い
る
情

報
の
一
部
が
外
部
に
流
出
し
た

こ
と
が
、
平
成
27
年
５
月
28
日

に
判
明
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
現
時
点
に
お
い

て
確
認
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報

は
約
１
２
５
万
件
で
す
。

該
当
す
る
お
客
様
に
は
、
基

礎
年
金
番
号
を
変
更
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
万
全
の
対
処
を
期
す

方
針
で
す
。
そ
の
た
め
の
準
備

を
早
急
に
進
め
ま
す
。

こ
の
年
金
情
報
流
出
事
案
に

関
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

・
日
本
年
金
機
構
や
年
金
事
務

所
か
ら
皆
さ
ま
に
電
話
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
基

礎
年
金
番
号
の
変
更
に
関
す

る
ご
連
絡
は
、
後
日
、
文
書

を
お
送
り
し
ま
す
。）

・
日
本
年
金
機
構
か
ら
皆
さ
ま

に
お
金
を
要
求
す
る
こ
と
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

・
日
本
年
金
機
構
が
皆
さ
ま
に

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い

す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん
。

・
皆
さ
ま
の
個
人
情
報
（
家
族

構
成
な
ど
）
を
確
認
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
日
本

年
金
機
構
や
機
構
の
職
員
な
ど

を
名
乗
る
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
ら
、
迷
わ
ず
に
左
の
番
号
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。

専
用
電
話
窓
口

０
１
２
０
・
81
・
８
２
１
１

受
付
時
間

午
前
8
時
30
分 

～
午
後
９
時

ま
た
は
警
察
相
談
専
用
電
話

♯
９
１
１
０ 

、
最
寄
り
の
警

察
署
ま
で

そ
の
想
い
、
い
つ
ま
で
も
大
切
に
…

津
和
野
町
人
権
・
同
和
対
策

推
進
協
議
会
で
は
、
人
権
啓
発

活
動
の
一
環
と
し
て
人
権
標
語

を
募
集
い
た
し
ま
し
た
。
人
権

を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、

心
豊
か
な
人
権
意
識
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
に
町
内
の
学
校
の

ご
協
力
に
よ
り
、
多
数
の
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
は
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
応

募
い
た
だ
い
た
作
品
を
数
作
品

ず
つ
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
ご

覧
下
さ
い
。

税務住民課☎ 74-0059
人権の大切さ、忘れないで ･･･

※
順
不
同　
　

平
成
26
年
度
（
平
成
27
年
3
月
時
点
）
の
作
品
で
す
。

こ
ま
っ
た
と
き　

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
っ
て　

た
す
け
る
よ

青
原
小
学
校
1
年	

藤
井
琉
聖
さ
ん

ご
め
ん
な
さ
い
は　

大
事
な
言
ば

青
原
小
学
校
2
年	

佐
々
木
敬
蔵
さ
ん

こ
た
え
る
人
が　

え
顔
だ
っ
た
か
ら　

わ
た
し
も　

え
顔
に
な
れ
た

青
原
小
学
校
3
年	

伊
藤　

礼
さ
ん

が
ん
ば
っ
て　

協
力
し
た
分　

え
が
お
が
い
っ
ぱ
い

青
原
小
学
校
4
年	

渡
部
文
子
さ
ん

友
達
の　

気
持
ち
を
考
え　

話
そ
う
ね

青
原
小
学
校
6
年	

岩
本
ひ
な
た
さ
ん

メ
ー
ル
で
ね　

こ
そ
こ
そ
話　

や
め
よ
う
ね

青
原
小
学
校
6
年	

大
庭
悠
真
さ
ん

認
知
症
に
関
す
る
事
業
の
中

で
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
「
認
知

症
の
方
を
介
護
さ
れ
て
い
る
家

族
の
方
の
声
が
聴
き
た
い
」「
も

っ
と
地
域
の
方
へ
認
知
症
の
こ

と
や
介
護
し
て
い
る
家
族
の
思

い
を
分
か
っ
て
も
ら
い
た
い
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
マ

ダ
ニ
の
活
動
が
盛
ん
に
な
り
ま

す
。
野
山
、
藪
な
ど
に
入
る
場

合
は
も
ち
ろ
ん
、
自
宅
の
庭
な

ど
の
草
む
ら
に
近
づ
く
際
に
は

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

・
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
足
を
完

全
に
覆
う
靴
等
を
着
用
し
、

肌
の
露
出
を
少
な
く
し
ま
し

ょ
う

・
地
面
に
直
接
寝
転
ん
だ
り
、

腰
を
下
ろ
し
た
り
し
な
い
よ

そ
こ
で
認
知
症
に
限
ら
ず
介

護
す
る
方
、
介
護
さ
れ
る
方
が

日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い

る
気
持
ち
を
詠
ん
だ
『
介
護
短

歌
』
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多

く
の
短
歌
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

地域包括支援センター☎ 72-0683健康福祉課☎ 72-0657
介護短歌のご紹介マダニに注意！

寝
返
り
の 

介
助
を
す
れ
ば 

微
笑
み
て

「
上
手
だ
ね
え
」　
と
病
む
夫
言
い
き

徘
徊
は 

全
町
民
に
全
官
庁 

共
有
し
合
っ
て 

す
ば
や
く
見
つ
け
る

思
う
様
に
寝
返
り
さ
え
も
出
来
な
く
な
っ
た
夫
に
介
助
す
る
と
必
ず
照
れ
く
さ
そ
う
に
「
上
手

だ
ね
～
」
と
言
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
で
は
な
か
っ
た
の
か
な
ぁ
と

思
い
ま
し
た
。

徘
徊
者
は
家
族
だ
け
で
は
対
応
出
来
な
い
。
全
町
民
・
警
察
・
消
防
や
新
聞
配
達
員
な
ど
、

皆
が
情
報
共
有
し
て
す
ば
や
い
対
応
を
取
る
こ
と
が
早
く
み
つ
け
る
手
段
だ
と
思
い
ま
す
。

桑
原 

八
重
子 

さ
ん

杏 

風 

さ
ん

う
敷
物
を
使
用
し
ま
し
ょ

う
。

・
家
に
帰
っ
た
ら
す
ぐ
に
マ
ダ

ニ
に
咬
ま
れ
て
い
な
い
か
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

・
吸
血
中
の
マ
ダ
ニ
に
気
付
い

た
際
は
、
医
療
機
関
で
取
っ

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

・
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
後
、
発

熱
、
食
欲
低
下
、
嘔
吐
な
ど

の
症
状
が
あ
っ
た
場
合
に
は

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
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20 歳未満までの間、未接種分が無料

平
成
27
年
８
月
か
ら
65
歳
以

上
の
方
（
介
護
保
険
に
お
け
る

第
１
号
被
保
険
者
）
の
う
ち
、

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
方
に

は
サ
ー
ビ
ス
費
の
２
割
を
ご
負

担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

場
合
の
利
用
者
負
担
は
、
こ
れ

ま
で
は
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
一

律
に
サ
ー
ビ
ス
費
の
１
割
で

し
た
。
し
か
し
団
塊
の
世
代

の
方
が
皆
75
歳
以
上
と
な
る

２
０
２
５
年
以
降
に
も
持
続
可

能
な
制
度
と
す
る
た
め
、
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
負
担
の
割
合
が

変
更
と
な
り
ま
し
た
。

２
割
負
担
に
な
る
方
の
目
安

65
歳
以
上
の
方
で
、
合
計
所

得
金
額
※1 

が
１
６
０ 

万
円

以
上
の
方
で
す
（
単
身
で
年

金
収
入
の
み
の
場
合
、
年
収

２
８
０ 

万
円
以
上
）
※2

。

た
だ
し
、
合
計
所
得
金
額
が

１
６
０
万
円
以
上
で
あ
っ
て

も
、
実
際
の
収
入
が
２
８
０
万

円
に
満
た
な
い
ケ
ー
ス
や
65
歳

以
上
の
方
が
２
人
以
上
い
る
世

帯
※3

で
収
入
が
低
い
ケ
ー
ス

が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
世
帯

の
65
歳
以
上
の
方
の
「
年
金

収
入
と
そ
の
他
の
合
計
所
得

金
額
※4

」
の
合
計
が
単
身
で

２
８
０
万
円
、
２
人
以
上
の
世

帯
で
３
４
６
万
円
未
満
の
場
合

は
１
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

※
1
収
入
か
ら
公
的
年
金
等
控

除
や
給
与
所
得
控
除
、
必
要

経
費
を
控
除
し
た
後
で
、
基

礎
控
除
や
人
的
控
除
等
の
控

除
を
す
る
前
の
所
得
金
額
を

い
い
ま
す
。

※
２ 

65
歳
以
上
の
方
の
う
ち

所
得
が
上
位
20
％
（
全
国
平

均
）に
該
当
す
る
水
準
で
す
。

実
際
に
影
響
を
受
け
る
の
は

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
で
す
が
、
こ
れ
は

在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
う

ち
15
％
程
度
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
入
所
者
の
５
％
程

度
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

※
3
住
民
基
本
台
帳
上
の
世
帯

を
指
し
ま
す
。

※
4
合
計
所
得
金
額
か
ら
、
年

金
の
雑
所
得
を
除
い
た
所
得

金
額
を
い
い
ま
す
。

健康福祉課☎72-0651
一定以上の所得で、介護サービスの割合が２割に

保
育
士
を
養
成
す
る
学
校
・

施
設
に
在
学
中
の
学
生
で
、
卒

業
後
は
県
内
の
保
育
所
等
に

勤
務
し
よ
う
と
す
る
方
を
対
象

に
、月
額
5
万
円
以
内
（
原
則
、

無
利
子
で
2
年
間
）、
入
学
準

備
金
・
就
職
準
備
金
20
万
円
以

内
を
貸
付
し
ま
す
。

卒
業
後
、
保
育
士
登
録
を

し
、
県
内
の
保
育
所
等
に
5
年

間
（
過
疎
地
域
等
で
あ
れ
ば
3

年
間
）
勤
務
し
た
場
合
、
返
還

が
全
額
免
除
に
な
り
ま
す
。

保育士を目指す方へ
健康福祉課☎ 72-0673 健康福祉課☎72-0657

日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
つ
い
て

平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年

度
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
日
本

脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
な
勧

奨
の
差
し
控
え
に
よ
り
、
接
種

を
受
け
る
機
会
を
逃
し
た
方

（
平
成
7
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
19
年
4
月
1
日
ま
で
の
間
に

生
ま
れ
た
方
）
で
下
に
該
当
す

る
方
に
は
、
7
月
に
日
本
脳
炎

の
予
診
票
を
送
付
し
て
い
ま

す
。「

う
ち
の
子
は
対
象
?
」
と

思
わ
れ
る
方
は
健
康
福
祉
課
ま

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大切なお子さまに予防接種を

健康福祉課☎72-0651 健康福祉課☎72-0673

津
和
野
町
で
は
社
会
保
険
労

務
士
に
よ
る
年
金
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」や「
ね

ん
き
ん
特
別
便
」の
内
容
に「
も

れ
」
や
「
間
違
い
」
が
な
い
か

ご
心
配
な
方
や
、
一
般
的
な
年

金（
老
齢
年
金
の
ご
相
談
な
ど
）

に
つ
い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
内
容
に
よ
っ
て

は
、
年
金
事
務
所
で
の
相
談
を

ご
案
内
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

□
相
談
日

8
月
28
日
（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
3
時
30
分

□
場
所

日
原
公
民
館　
　
　

□
持
参
す
る
も
の

年金相談のお知らせ 現況届をお忘れなく

・
年
金
手
帳
な
ど
年
金
番
号
の

分
か
る
書
類

・
年
金
記
録
に
つ
い
て
相
談
さ

れ
る
方
は
「
ね
ん
き
ん
定
期

便
」
ま
た
「
ね
ん
き
ん
特
別

便
」
一
式

・
印
鑑

そ
の
他
、
相
談
内
容
に
つ
い

て
参
考
と
な
る
資
料
が
あ
れ

ば
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

代
理
人
が
相
談
に
来
ら
れ
る

場
合
は
、
委
任
状
と
代
理
人
自

身
の
身
分
証
明
書
が
必
要
で

す
。委

任
状
は
、
津
和
野
庁
舎
健

康
福
祉
課
ま
た
は
本
庁
舎
総
合

窓
口
に
あ
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格

認
定
を
受
け
て
い
る
ひ
と
り
親

家
庭
の
方
は
、毎
年
８
月
に「
児

童
扶
養
手
当
現
況
届
」
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。
提
出
が
な

い
場
合
、
12
月
期
か
ら
の
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
届
出

を
し
て
下
さ
い
。

資
格
認
定
の
審
査
を
行
っ
て

詳
し
く
は
、
島
根
県
社
会

福
祉
協
議
会
（
☎
０
８
５
２
・

32
・
５
９
９
６
）
へ
お
問
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

［第１期接種対象者］
平成８年 4月２日から平成 19年 4月１日生まれの方

H18
9 歳

H17
10 歳

H16
11 歳

H15
12 歳

H14
13 歳

H12
14 歳

H11
15 歳

H10
16 歳

H9
17 歳

H8
18 歳

［第２期接種対象者］
平成 14 年 4 月２日から平成 19 年 4 月１日生まれの方
平成 9 年４月２日から平成 10 年４月１日生まれの方

い
ま
す
。
こ
の
手
当
を
受
給
し

な
く
て
も
、
資
格
に
つ
い
て
認

定
さ
れ
て
い
る
方
は
現
況
届
が

必
要
で
す

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月

1
日
（
賦
課
期
日
）
に
土
地
・

家
屋
・
償
却
資
産
（
総
称
し
て

「
固
定
資
産
」）
を
所
有
し
て

い
る
人
が
、
所
在
す
る
市
町
村

に
納
め
る
税
金
で
す
。

固
定
資
産
税
は
、
国
が
定
め

た
基
準
に
基
づ
き
、
固
定
資
産

を
評
価
し
、
価
格
を
決
定
、
固

定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
、
そ
の
後
、
税
額
を
算
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
家
屋
に
つ
い
て

は
、
実
際
に
現
地
に
出
向
き
調

査
を
行
い
評
価
額
を
算
定
し
ま

す
。（
家
屋
評
価
）

役
場
で
は
毎
年
10
月
以
降
、

家
屋
の
実
地
調
査
を
行
い
ま
す

の
で
、
次
の
①
②
に
該
当
さ
れ

る
方
は
税
務
住
民
課
・
固
定
資

産
税
担
当
ま
で
事
前
に
相
談
い

た
だ
く
か
、
届
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

①
平
成
27
年
中
に
住
宅
・
倉
庫

な
ど
を
新
築
又
は
増
築
を
さ

れ
る
方

②
平
成
27
年
中
に
住
宅
・
倉
庫

な
ど
を
解
体
さ
れ
た
方

ご
注
意
下
さ
い

新
築
・
増
築
に
つ
い
て
評
価

漏
れ
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
家

屋
の
評
価
証
明
の
発
行
が
で
き

な
か
っ
た
り
、
遡
っ
て
課
税
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

家
屋
の
解
体
に
つ
い
て
届
出

が
な
い
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
課

税
さ
れ
ま
す
の
で
必
ず
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
土
地

の
上
に
一
定
用
件
を
満
た
す
住

宅
が
あ
る
と
「
住
宅
用
地
に
対

す
る
課
税
標
準
額
の
特
例
」
が

適
用
さ
れ
減
額
さ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
住
宅
の
解
体
や
、
そ
の

住
宅
と
し
て
の
用
途
を
変
更
す

る
と
本
特
例
の
適
用
か
ら
外
れ

土
地
の
税
額
が
高
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

家
屋
評
価
の
計
算
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は
担
当
課
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

税務住民課☎ 74-0069
建物を新築・増築・解体した場合はご連絡を



日 -Sunday- 月 -Monday- 火 -Tuesday- 水 -Wednesday- 木 -Thursday- 金 -Friday- 土 -Saturday-8

日原公民館日公カレンダーの略字表
記について

主な行事のお問合せ先
■行政相談
総務財政課･････････☎74-0028
■交通事故相談島根県交通事
故相談所･･･ ☎0852-22-5102
■無料人権相談
税務住民課･････････☎74-0059
■健康相談 ,育児相談 ,乳児・
幼児健診 ,ケアサロン ,手
話生活相談 ,心の相談

健康福祉課･････････☎72-0657
　　　　　･････････☎72-0673
■心配ごと相談（各地区含む）,
無料法律相談

社会福祉協議会津和野支所
･ ☎72-1494
■明るい生活相談
社会福祉協議会本所・日原支所･
☎74-1617
■パソコン教室 ,ハングル講
座 ,アダルト英会話 ,キッ
ズえいかいわＡ，ヨガ&マッ
トエクササイズ，水彩画教
室

日原中央公民館･････☎74-0302
■3Ｂ体操,つわの英会話教室，
水彩画教室

津和野町民センター
･ ･ ☎ 72-2070
■キラキラ体操教室、※１元
気アップ教室、※２地域運
動推進員サロン活動・研修
会　地域包括支援センター

･ ☎72-0683
■パソコン初心者教室，いき
いきフィットネス体操，食
育の集い

青原公民館･････････☎75-0039
■断酒会
断酒会鹿足支部
･ ☎090-9061-8012

町セ 津和野町民センター
山セ 山村開発センター 福セ 津和野町福祉センター

やま 保健福祉センターやまびこ なごみ 津和野温泉なごみの里
中央 日原中央公民館

各料金・税金は納付期限までに
納付しないと、20 日以内に督
促状を発送します。
その後の納付には 100 円の手
数料が別途必要となります。
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納期限は8月31日

( 当番医 ) 津和野共存病院

( 当番医 ) 松浦内科胃腸科

( 当番医 ) 増野医院

【当番医】和﨑医院

( 当番医 ) 栗栖医院

1

6

9

7

11 1210

8

13 14 15

16 17 18 19

27 28

20 21 22

2923

30

24 25 26

2 4 53

31

お盆

国民健康保険税・第５期
後期高齢者医療保険料
・・・・・・・第５期
介護保険料・・第５期
町県民税・・・第２期

町税等の支払いは口座振
替が便利でおススメです

◎パソコン教室
（青原公民館 /10:00~12:00）
◎無料人権相談

（やまび /10:00~12:00）
◎元気会※ 2

( 下町コミュニティーセンター
/10:00~11:30)

◎明るい生活相談
（やまび /10:00~12:00）
◎無料法律相談《要予約》72-1494

（やまび /13:00~16:00）

◎キラキラ体操教室
( プラサ枕瀬 /13:30~14:30)
( 池河公民館 /15:30~16:30)
◎津和野地区ゴムバンド教室
( まちせ /13:30~15:00)
◎灯篭ながし

（津和野大橋下河川敷 /20:00~）
◎あさぎりの湯定休日

（なごみ）

◎食育の集い
（青原公民館 /9:30~14:00）
◎栄養相談

（ 日 原 支 援 セ ン タ ー /11:00-
13:00）

◎断酒会
（中央公 /19:00-21:00）
◎季節の湯（レモン）

（なごみ）

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00） 
◎キラキラ体操教室
( 和田自治会館 /10:30~11:30)
( 中座会館 /13:30~14:30)

◎畑迫 HBG※ 2

( 畑迫公民館 /10:00~11:30)
◎石見神楽公演（木ノ口神楽社

中）
（なごみ ）

◎年金相談
（日原公 /10:00~15:30）
◎心配ごと相談

（ふくせ /10:00~12:00）
◎無料行政相談

（ふくせ /10:00~12:00）
◎津和野中学校　始業式

◎水彩画教室
（やませ /9:30~11:30）
◎リハビリ恋（来い、鯉）クラブ※ 2

( まちせ /10:00~11:30)
◎幼児健診
( やまび /13:30-）
◎キラキラ体操教室
( 下横道公民館 /13:30~14:30)
( 滝元下集会所 /15:30~16:30)
◎あさぎりの湯定休日

（なごみ）

◎地域運動推進員研修会
( やませ /9:30~11:30)
◎断酒会

（中央公 /19:00-21:00）

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）◎健康相談

（まちせ /9:30-11:30）
◎小川はつらつクラブ※ 2

( 小川公民館 /13:30~15:00)
◎ 3B 体操（まちせ /13:30~）

◎輪読鴎外
( 森鷗外記念館 /10:00~11:00)
◎認知症講演会

（やませ /13:00~15:30）

◎ミニバンドライブ
（なごみ ）

◎町内小学校、日原中学校　始
業式

◎津和野図書館休館日

◎にちはら鮎まつり花火大会
（日原地区内 /17:00~）
◎殿町盆踊り大会

（殿町通 /20:00~）
◎日原図書館休館

◎すずめ※ 2

( 柳会館 /9:30~11:00)
◎あさぎりの湯営業日

（なごみ）

◎にこにこ会※ 2

( プラサ枕瀬 /10:00~11:30)
◎すみれ会※ 2

( 小瀬会館 /13:30~15:00)
◎小川地区心配ごと相談

（小川公民館 /13:30~15:30）
◎断酒会

（まちせ /19:00-21:00）

◎畑迫地区心配ごと相談
（畑迫公民館 /9:00~11:00）
◎ハッスル会※ 2

( 鹿谷集会所 /10:00~11:30)
◎健康体操※ 2

( 青原公民館 /13:30~15:00）
◎三葉会※ 2

( 程 彼 集 落 セ ン タ ー
/13:30~15:00)

◎健康相談
（発熱外来診療所 /9:30-11:30）
◎ 3B 体操

（まちせ /13:30~）
◎水彩画教室

（まちせ /13:30~、19:00~）
◎柳まいり

（新丁ほか / 夕刻より）

◎明るい生活相談
（やまび /10:00~12:00）
◎無料行政相談

（やまび /10:00~12:00）
◎育児相談

（ 日 原 支 援 セ ン タ ー /10:00-
11:30）

◎パソコン教室
（青原公民館 /10:00~12:00）
◎ヨガ & マットエクササイズ

（やませ /20:00~21:00）

◎特定健診結果報告会
（津和野地区 /9:30-）
◎リハビリ体操※ 2

( 木部公民館 /10:00~11:30)
◎キラキラ体操教室
( やまび /13:30~14:30)
( 須川公民館 /15:30~16:30)
◎あさぎりの湯定休日

（なごみ）

◎ケアサロン
（津和野共存病院/11:00-12:00）
◎水彩画教室

（まちせ /13:30、19:00~）
◎特定健診結果報告会

（畑迫地区 /9:00-）
◎季節の湯（レモン）

（なごみ）

◎無料人権相談
（まちせ /9:00~11:30）
◎離乳食教室

（やまび /9:30-11:30）
◎特定健診結果報告会

（木部地区 /9:30-）
◎パソコン教室

（日原公 /10:00~12:00）
◎なかよし体操中座※ 2

( 中座会館 /10:00~11:30)
◎キラキラ体操教室
( 中組自治会館/10:30~11:30)
( まちせ /13:30~14:30)
◎ハングル講座
( 日原公 /19:30~21:00）

◎特定健診結果報告会
（小川地区 /9:00-）
◎心の相談

（まちせ /13:00-15:00）
◎ほほえみ会※ 2

( 添谷公民館 /14:00~15:30)
◎木部地区心配ごと相談

（木部公民館 /9:00~11:30）

◎石見神楽公演（上吉田保存会）
（なごみ ）

◎月いちボランティア清掃
( 乙 雄 山・ 先 哲 墓 地

/7:00~8:00)
◎つわの鯉・恋・来いまつり花

火大会
（なごみ /17:00~）
◎いきいきフィットネス

（青原公民館 /19:30~20:30）

◎名賀のぞみクラブ※ 2

( 名 賀 地 域 セ ン タ ー
/10:00~11:30)

◎育児・栄養相談
（直地集会所 /10:30-11:30）
◎キラキラ体操教室
( 野中自治会館 /10:30~11:30)
( 小川公民館 /13:30~14:30)
◎健康体操※ 2

( 青原公民館 /13:30~15:00)
◎ ハングル講座
( 日原公 /19:30~21:00）

◎さくら会※ 2

( 須川公民館 /13:30~15:00)
◎史談会（まちせ /13:30~）
◎ヨガ & マットエクササイズ

（やませ /20:00~21:00）

日公

日公

日公

日公

日公

日公

中央

中央

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

山セ

山セ山セ

山セ

山セ 福セ

福セ

やま

やま

やま

やま

やま

やま

やま

やま

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ
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ふ
る
さ
と
は
大
き
な
家
族
。

今
年
で
13
回
と
な
っ
た
木
部
地
区
通

学
合
宿
が
6
月
28
日
か
ら
７
月
２
日
の

５
日
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
１
回
目

か
ら
手
伝
い
を
し
、
年
齢
を
重
ね
て
も

こ
の
期
間
は
と
て
も
楽
し
く
、
子
ど
も

た
ち
に
色
ん
な
こ
と
を
教
え
ら
れ
る
機

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

食
事
指
導
と
泊
ま
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
は
年
々
疲
れ
が
大
き
く
な
り
ま
す

が
、
不
思
議
な
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
か
と
考
え
る
と「
好
き
だ
か
ら
…
」

と
い
う
答
え
が
心
の
中
で
返
っ
て
く
る

の
で
す
。

こ
の
合
宿
で
、
子
ど
も
た
ち
が
純
粋

に
輝
き
、
性
別
に
関
係
な
く
、
全
員
が

ろ
過
し
よ
う 

偏
見
し
き
た
り 

思
い
込
み

ろ

（
C
）
公
益
財
団
法
人
し
ま
ね
女
性
セ
ン
タ
ー 

「
男
女
共
同
参
画
か
る
た
」
よ
り

真
剣
に
取
り
組
む
姿
は
、
社
会
の
偏

見
や
し
き
た
り
を
「
ろ
過
」
し
て
く

れ
て
い
る
様
に
思
え
ま
す
。

と
は
い
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
も
、
大
変
な
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
担
い
、
損
得
な
し
で
楽
し
ん

で
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
は
、
私
の

思
い
込
み
で
し
ょ
う
か
。

島
根
県
男
女
共
同
参
画
サ
ポ
ー
タ
ー
っ
て

　

島
根
県
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
市
町
村
や
県
と
一
緒
に
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
講
演
会
や
、
寸
劇
等
の
上
演
を
通
じ
て
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
男
女
共
同
参
画
を
感
じ
て
も
ら
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
町
内
サ
ポ
ー
タ
ー
】

大
内
康
子
、
大
羽
ミ
ヤ
子
、
西
蔭
千
恵
美
、
清
水
留
美
子
、
中
村
俊
子

敬
称
略

島根県男女共同参画サポーター
大内　康子さん

子どもの純粋な姿に
感激！

つわみんへ出演依頼などができます。
詳しくは下記担当課までお問合せください。

【お問合せ先】商工観光課☎ 72-0652

ＪＲ山口線沿線のキャラクター、しまねっこ・ちょるる・
湯田ゆう子と一緒にＰＲやダンスを行い、まつりを盛り上げ
ました。

文化庁が主催した日本遺産フォーラムで町の PR を行いま
した。

つわみん活動日記

第５回畑迫　ほたるとあじさい祭り

石見地区商工会女性部研修大会

つわのＳＬまつり

日本遺産フォーラム（東京）

6

6

6

6

13

22

27

29
日本遺産フォーラムで下村文部科学大臣と握手をす
るつわみん

作業道づくりの指導を受ける隊員たち

広報つわの 2015 年 7 月 15 日発行

木材搬出と持続可
能な森林経営の

ための

壊れない作業道づく
り研修

講演  @ 日原山村開発センター   9:00~12:00
現地研修 @ 津和野町渓村地内 13:00~16:00

【申込・お問合せ先】農林課☎ 72-0653

津和野町では間伐や間伐材搬出を行う「山の宝でもう一杯！」プロジェクトや自伐型
林業に取り組んでいます。これらを推進し、持続可能な森林経営を展開するためには、
壊れないしっかりとした作業道を作ることが必要不可欠です。

今回の研修では、銘木と名高い吉野杉の産地として有名な奈良県で林業を営む
清
せいこうりんぎょう

光 林 業株式会社名誉副会長・岡
おかはし

橋 清
きよたか

隆氏を招き、壊れない作業道づくりについて学
びます。

現在国内では、林業に携わる数多くの事業者が作業道を作っています。同社は奈良県
内において約 30 年前から伐採に使う機材や伐り出した木材などを車両で運搬するため
の作業道づくりに取り組んでおり、これまで積み上げてきた技術とノウハウにより施工
された作業道は『壊れない作業道』と呼ばれ、その総延長は約 80 ｋｍにもなります。

全国的にも有名な同社の技術とノウハウを、この機会にぜひ学んでみませんか。
※岡橋さんは研修後、8月6日まで町内で作業道づくりの指導を行います。その様子も見学できますので、
ご希望の方は農林課林業係へご連絡ください。

　　森林作業道の重要さ　~ 津和野の山で暮らし隊 ~
5 月 10 日から 23 日の 2 週間、これからの自

伐型林業に欠かせない「壊れない作業道づくり」
を学ぶために、８月の研修でお世話になる清光
林業株式会社へ先行して研修に行きました。

壊れない作業道づくりの手順は、まずどこに
道を通すのが良いか、現場を歩くルート踏査を
行います。次に邪魔になる木を伐採しながら少
しずつ粗道を入れ、表土を取り除きます。さらに、
その下にある硬い土を利用する『天

て ん ち が え

地返し』と呼
ばれる作業を行い、しっかりと転圧を繰り返します。そして、年月が経った時に路面は
どんな状態になるかを考え、地盤がゆるい箇所や崩れやすい箇所などに必要であれば盛
り土の末端や路肩での丸太組みを施します。この時、路面処理でも丸太を利用します。
さらに、道が壊れる一番の原因である水の流れを地形から読み取り、路面での排水処理
も行ないます。

こうして壊れない作業道を作ることにより、間伐や木材搬出など山の手入れが容易に
なるだけでなく、災害時には砂防ダムとしての機能を持たせ、減災につなげることが可
能となります。奈良県での２週間の研修を経て、次は私たちが津和野の山で作業道づく
りを実践する番です。私たちに与えられた２カ所のフィールドで、ルート踏査、伐開、
作業道づくり、間伐、搬出と一連の作業を行います。これまで学んできた知識と技術を、
しっかりと現場で発揮できるよう実践経験を積み、将来的には皆さんの森林も管理でき
るようにがんばりたいと思います。

（日）
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広報つわの 8 月号 vol.118

わたや

駅前ビジネス

ホテルつわの

■ 8 月 30 日（日）
和﨑医院

☎ 72-0025

■ 8 月 16 日（日）
津和野共存病院

☎ 72-0660

■ 8 月 2 日（日）
栗栖医院

☎ 79―2006

■ 8 月 9 日（日）
増野医院

☎ 74-0053

在
宅
当
番
医
…
…H

ospital

ご
案
内
…
…
…
…
…Guide

介
護
の
就
職
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

県
内
に
お
住
ま
い
で
今
後
、
福
祉
・

介
護
分
野
で
の
就
職
を
ご
希
望
で
現
在

無
資
格
の
方
を
対
象
に
、
こ
れ
か
ら
福

祉
・
介
護
分
野
で
働
き
た
い
方
を
対
象

に
、
介
護
の
専
門
資
格
の
取
得
か
ら
就

職
ま
で
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
受
講
料

は
無
料
で
す
が
、
別
途
テ
キ
ス
ト
代
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

9
月
1
日

（火）
～
10
月
23
日

（金）　
　

20
名　
　

い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）

８
月
17
日

（月）　
　

		　

無
料

島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
石
見

分
室
☎
０
８
５
５
・
24
・
９
３
４
０

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね
開
催

大
学
等
を
来
春
卒
業
予
定
や
既
卒

者
、
県
内
就
職
を
希
望
す
る
方
な
ど
を

対
象
に
、
企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る

面
接
、
情
報
提
供
を
行
う
就
職
面
接
会

を
開
催
し
ま
す
。
益
田
の
ほ
か
、松
江
・

浜
田
で
も
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
合
せ
下
さ
い
。

８
月
15
日

（土）　

13
時
～
15
時
半

益
田
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

　
　

☎
０
８
５
２
・
28
・
０
６
９
４

（
日
本
神
経
学
会
専
門
医
）
初
診
の
場
合

要
予
約

※
小
児
科
の
予
防
接
種
・
乳
児
検
診
は
13

時
よ
り
開
始
で
す
。

※
整
形
外
科
の
水
曜
日
の
診
療
は
午
後
1

時
よ
り
開
始
で
す
。

◆
日
原
診
療
所
☎
（
74
）
０
１
２
１

【
月
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
火
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
水
】
内
科
（
午
前
）
消
化
器
内
科
検
査

の
み
（
午
前
）

【
木
】
内
科
（
午
前
）

【
金
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
土
】
内
科
（
午
前
）
※
第
１
･
３
･
５

※
水
・
木
曜
日
は
、
午
前
の
み
で
す
。

※
診
療
日
程
は
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◆
和
﨑
医
院
☎
（
72
）
０
０
２
５

【
水
】
肝
臓
病
専
門
外
来
（
日
本
肝
臓
学

会
専
門
医
）
・
予
約
制

※
当
院
で
は
苦
痛
の
少
な
い
鼻
か
ら
の
胃

カ
メ
ラ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌

の
除
菌
も
ご
相
談
下
さ
い
。

※
循
環
器
専
門
外
来
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
土
曜
日
の
午
後
は
診
療
し
て
い
ま
す
。

（
14
時
か
ら
17
時
ま
で
、
た
だ
し
受
付

は
16
時
30
分
ま
で
）

医
療
……
…
…
…M

edical

◆
津
和
野
共
存
病
院
☎（
72
）０
６
６
０

【
月
】
循
環
器
内
科
（
午
前
・
８
月
３
・

24
日
）
・
小
児
科
予
防
接
種
・
乳

児
検
診
（
午
後
・
予
約
制
）
耳
鼻

咽
喉
科 

毎
週
（
午
前
）

【
火
】
外
科
（
午
前
）
産
婦
人
科
の
第

1
・
3
火
曜
日
（
【
午
前
】
外
来

診
療
・
妊
婦
健
診
・
【
午
後
】
子

宮
が
ん
検
診
（
予
約
制
）
）

【
水
】
漢
方
外
来
（
８
月
５
日
）
・
整
形

外
科
（
午
後
）

【
金
】
整
形
外
科
（
午
前
・
午
後
）
・
小

児
科
予
防
接
種
・
乳
児
健
診
（
午

後
・
予
約
制
）

※
外
科
は
火
曜
日
（
午
前
）
の
み
の
診
療

と
な
り
ま
し
た
。

※
内
科
は
月
か
ら
金
曜
日
（
午
前
）
木
曜

日
（
午
後
2
時
か
ら
開
始
）

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室
を
開
催

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
知
識
や
本
人

さ
ん
へ
の
対
応
の
工
夫
を
学
び
、
ご
家

族
同
士
で
語
り
合
う
「
家
族
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
の
不
安
や
焦
る

気
持
ち
を
和
ら
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
場
で
す
。
な
お
、
参
加
に
は
予
約
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
合
せ
下
さ

い
。８

月
31
日	

（月）	　

９
月
30
日

（水）

10
月
26
日	

（月）	　

11
月
30
日

（月）

益
田
合
同
庁
舎
５
階
会
議
室

８
月
17
日
（
月
）

島
根
県
立
心
と
体
の
相
談
セ
ン

タ
ー
☎
０
８
５
２
・
32
・
５
９
０
５

西
部
高
等
技
術
校
見
学
説
明
会

益
田
市
に
あ
る
西
部
高
等
技
術
校
で

は
、
来
春
ま
で
に
学
校
等
を
ご
卒
業
の

方
や
保
護
者
の
方
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
で
地

元
就
職
を
ご
希
望
の
方
な
ど
を
対
象
に

行
い
ま
す
。
見
学
を
ご
希
望
の
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

毎
週
水
曜
日　

10
時
半
～
正
午

　
　
　
　
　
　

13
時
半
～
15
時

西
部
高
等
技
術
校

☎
０
８
５
６
・
22
・
２
４
５
０

借
金
返
済
に
関
す
る
無
料
法
律
相
談

を
実
施
中

益
田
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
で

◆
つ
わ
ぶ
き
医
院
☎
（
72
）
３
５
０
０

月
火
水
木
金
土

午
前

○
○
○
○
○
○

午
後

○
○
○

○

午
前
は
９
時
～
12
時
30
分
ま
で

午
後
は
15
時
～
18
時
ま
で
、
日
曜
・

祭
日
と
木
・
土
曜
の
午
後
は
休
診
で
す
。

但
し
、
物
理
療
法
は
午
前
８
時
30
分
と

午
後
２
時
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

【
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
】

　

毎
週
火
曜
15
時
～
18
時
、
毎
週
木
曜
9

時
～
12
時
30
分

※
帯
状
疱
疹
後
の
疼
痛
や
慢
性
の
痛
み
で

お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
通
常
の
診
療
も
行
い
ま
す
。

新
刊
図
書
…
…
…
…Books

▼
日
原
図
書
館

▽
『
極
悪
専
用
』

大
沢
在
昌･･･

文
藝
春
秋

▽
『
起
き
姫　

口
入
れ
屋
の
女
』

杉
本
章
子
……
…
…
…
…

文
藝
春
秋

▽
『
大
阪
天
神
橋
昆
布
問
屋
の
昆
布
水
レ

シ
ピ
』

…
喜
多
條
清
光
…
メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト

リ
ー

▽
『
花
咲
小
路
一
丁
目
の
刑
事
』

小
路
幸
也
……
…
…
…
…

ポ
プ
ラ
社

▽
『
食
堂
つ
ば
め
』
４
・
５
巻

矢
崎
在
美
……
…

角
川
春
樹
事
務
所

▼
津
和
野
図
書
館 

8
月
31
日

（月）
は
休
館
で
す
。

▽
『
豹
変
』

今
野
敏
……
…
…
…
…
…

角
川
書
店 

▽
『
ま
っ
た
な
し
』

畠
中
恵
……
…
…
…
…
…

文
藝
春
秋 

▽
『
い
じ
め
な
い
力
、
い
じ
め
ら
れ
な
い

■ 8 月 23 日（日）
松浦内科胃腸科

☎ 77-0111

力
』

品
川
裕
香
……
…
…
…
…

岩
崎
書
店 

▽
『
命
を
救
わ
れ
た
捨
て
犬
夢
之
丞
』

今
西
乃
子
……
…
…
…
…

金
の
星
社

▽
『
た
な
ば
た
さ
ま
』

い
も
と
よ
う
こ
……
…
…

金
の
星
社

は
、
無
料
の
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
事
前
予
約
が
必
要
、
受
任
し
た
場

合
は
別
途
料
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

8
月
28
日	

（金）	

10
～
17
時

益
田
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

益
田
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

☎
０
８
５
６
・
31
・
１
５
６
５

ふ
く
し
の
就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね
開
催

福
祉
職
場
へ
の
就
職
を
希
望
し
て
い

る
方
・
福
祉
職
場
に
関
心
の
あ
る
方
な

ど
を
対
象
に
、
就
職
セ
ミ
ナ
ー
や
個
別

相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

８
月
９
日	

（日）　

10
時
30
分
～

い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
石
見
支

所
☎
０
８
５
５
・
24
・
９
３
４
０

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

こ
の
制
度
は
、
建
設
業
に
携
わ
る
方

の
福
祉
の
増
進
と
企
業
の
振
興
を
目
的

と
す
る
も
の
で
す
。
掛
け
金
は
日
額

３
１
０
円
か
ら
、
国
の
制
度
な
の
で
安

全
・
確
実
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
島
根
支
部

☎
０
８
５
２
・
21
・
９
０
０
４

農
林
水
産
出
前
講
座
の
ご
案
内

島
根
県
で
は
、
県
の
豊
か
な
自
然
や

そ
れ
を
基
礎
と
す
る
農
林
水
産
業
の
魅

力
な
ど
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
要
望
に

応
じ
て
、
県
職
員
が
出
向
い
て
説
明
し

ま
す
。
内
容
は
農
業
・
農
村
の
役
割
や

災
害
に
強
い
農
村
づ
く
り
な
ど
様
々
な

メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

島
根
県
農
林
水
産
部
農
林
水
産
総

務
課
☎
０
８
５
２
・
22
・
５
１
１
９



※住民基本台帳は、平成24年７月から法律改正により従来は含まれなかった外国人住民の方も含まれるようになりました。
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※
掲
載
は
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す（
敬
称
略
）

※実際の掲載サイズとは異なります。

皆
様
の
活
動
を
お
助
け
し
ま
す
！

「
津
和
野
お
た
す
け
マ
ガ
ジ
ン
」

町
で
は
、
町
内
に
お
ら
れ
る
皆
さ
ま
の
様
々

な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す

る
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

【
問
】
つ
わ
の
暮
ら
し
推
進
課

☎
74
―
０
０
９
２

2015 年 7 月 15 日発行

6
月
届
出
分

竹
内 

榮 

６
・
１ 

（
柳
） 

93
歳

村
上 

勝
道 

6
・
5 

（
西
二
） 

79
歳

藤
村 

愛
子 

6
・
9 

（
西
谷
・
出
合
） 

82
歳

中
岡 

ミ
ヨ
子 

６
・
９ 

（
相
撲
ケ
原
下
） 

84
歳

水
津 

重
秋 

６
・
11 

（
堤
田
） 

80
歳

中
島 

喜
美
代 

6
・
14 

（
本
郷
） 

87
歳

村
田 

ツ
ル 

6
・
18 

（
山
入
） 

107
歳

伊
藤 

文
代 

6
・
21 

（
中
川
） 

80
歳

岡
本 

光
次 

6
・
28 

（
奥
ヶ
野
） 

85
歳

石
井 

タ
カ
コ 

6
・
30 

（
喜
時
雨
） 

89
歳

この町の身近な法律家として法律相談・不動産、
会社、相続登記等・各種許認可の手続をサポート
いたします。「まずは、お気軽に ご相談から」

鹿足郡津和野町日原 171 番地 2

電話兼 FAX 0856（74）1538
領
り ょ う け

家 義
よ し の り

典 事 務 所
司 法 書 士・ 行 政 書 士

◆
お
詫
び
と
訂
正

先
月
の
広
報
紙
・
新
一
年
生
紹
介
の
ペ
ー

ジ
に
て
氏
名
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正

し
く
は
次
の
通
り
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

誤:
小
山　

流4

生

正:

小
山　

琉4

生

島根県へのＵＩターンを検討している首都圏在住のＩＴエンジニアと、
県内ＩＴ企業との交流イベントを開催します。

島根へのＵ I ターンをお考えのあなたにぴったりの一社に是非出会ってください。
場所：浅草橋ヒューリックホール（東京都台東区浅草橋）　
問合せ先：島根県産業振興課情報産業振興室☎ 0852-22-6220

公式サイト「IT	WORKS＠島根」http://www.shimane-itworks.jp/

参加無料


